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世界遺産の一つになっている屋久島の西方 14km に位置する口永良部島は人口約 160 名
足らずの火山島で，薩南諸島に点在する 5 つの火山島の中では諏訪之瀬島に次いで火山活
動の活発な島である． 
近年における火山活動は 1966 年新岳火口からの噴火と 1980 年新岳火口東側に形成され
た割れ目からの水蒸気爆発があげられる．また，これ以前の大きな活動としては，1933 年
から 1934 年にかけて起きた噴火で，新岳火口南東の七釜集落において死者 8 名負傷者 26
名の壊滅的な被災をもたらし，集落も噴火以来無人化して今では家の跡と思われる石垣が
雑木林の中に埋もれている． 
現在でも地震活動は活発で，1992 年，1996 年，1999 年，そして 2003 年 2 月に臨時火山
情報がだされた．また，2003 年 2 月には新岳火口内に新たな噴気地帯も確認され，高いレ
ベルの火山活動が続いている． 
 2-2．口永良部島の火山観測 
 火山活動研究センター桜島火山観測所では 1991 年に新岳火口の西側中腹に地震計 1 台
（上下動 1，水平動 2 の 3 成分）を設置した．そのデータは無線テレメータ（400MHｚ）に
よって集落にある観測室に伝送し，そこから PC を介して NTT 回線によるダイアルイン方式
で桜島本館において準リアルタイムの観測を行ってきた．2002 年 5 月には新たに新岳火口



























図 1．“風かもめ”（ｶﾀﾛｸﾞから）      図 2．仕様と寸法 














 全体の構成として風力は National，蓄電池と充電コントローラは NTT 製品である．風力
発電機は 3 相交流発電機（30W）で整流器と制御盤（ここまで National）を介して充電コ
ントローラに入力される．一方太陽光発電（172W）も充電コントローラに入力され，蓄電
池（12V50Ah×4 個=200Ah）に接続されている．このことによって本来は 20W 蛍光灯を無風・




テムによって約 10 日間は維持できることになるが，安全率 70％として 1 週間は無風・無
日照でも観測できることになる．南の離島において，特に梅雨の時期などは無日照の 1 週















“風かもめ”は 2003 年 6 月 6 日に稼動を開始した．風速 2.5m 位から静かに回転翼が動き






















































写真 7．蓄電池収納箱内               写真 8．完  成 
 
最後に著者の業務報告として，現場打ち合わせから設置に至るまでの経過と，最終調
整・配線接続に携わってもらいお世話になった松下電器と NTT の方々を紹介する． 
 業務報告 
2003 年 4 月上旬 松下電器から寄せられた“風かもめ”建柱の仕様書を元に基礎部設計と
地元土木業者選定・発注． 
4 月 9・10 日 口永良部島にて地元土木業者と基礎部工事詳細打ち合わせと設置場 
所の決定． 
4 月 23・24・25・26 日 鹿児島から屋久島経由，口永良部島への輸送および基礎部工事
の検査と“風かもめ”建柱． 
6 月 5・6・7・8 日 下記の方々に同行して全体説明を受け，完成後寄贈品の授受． 
   松下エコシステム株式会社 環境システム事業部 （春日井市）  
                プロジェクトリーダー 参事 中尾 信之 氏 
   株式会社エヌ・ティ・ティファシリティーズ  （港区芝浦） 
                BS ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀ- 担当課長 長沢 清 氏 
   株式会社エヌ・ティ・ティファシリティーズ  （豊島区北大塚） 
                パワーシステム部門 研究主任 清川一郎 氏 
 
